平成19年12月4日
岩手県環境保全連絡協議会

岩手県環境生活部環境保全課
環境報告書　作成マニュアル
１．背景

岩手県及び岩手県環境保全連絡協議会（以下「協議会」という。）では、工場・事業所が、周辺住民等に対して環境に配慮した取り組みを説明し意見交換することにより、環境保全についての相互理解を深め、ともに環境保全に取り組む「環境コミュニケーション」を推進しています。

しかしながら、「事業者が、社会に対して開いた窓であり、環境コミュニケーションの重要なツール」とされている環境報告書の作成は、時間及び労力を要することや、内容が煩雑であること等の理由から、作成している工場・事業所が少ないのが実情です。

本マニュアルは、環境コミュニケーションを推進するため、工場・事業所が容易に取り組める環境報告書の内容とその作成方法について、県及び協議会が、協議会の会員で組織するミニ環境報告書作成マニュアル検討会（以下「検討会」という。）で討議し、まとめたものです。


――検討会の構成員――

（株）理水興業、サンポット（株）、（株）小山建設、

（株）倉元製作所花泉工場、佐公砕石（株）、アドバイザー
２．環境報告書の骨子

協議会が会員に作成を推奨する環境報告書は、環境コミュニケーションを推進するためのツールとしての位置付けを重視し、大企業が作成しているような内容が豊富で冊子状の環境報告書ではなく、いろいろな環境コミュニケーションが容易に行える「短く」、「簡単で」、「概要的」なものであり、概ねA4で2～4ページのボリュームとします。
３．環境報告書の名称

検討段階において、当初、この報告書の名称を、「ミニ環境報告書」としていましたが、この名称は、東京都が使用しており、同一名称にすると混同される恐れがあり、新たな名称を検討することとしました。以降、「環境活動報告書」が一旦採用されましたが、その後、めざす環境報告書のイメージ、「短い」（short）、「簡単」（simple）、「概要」（summary）のＳをロゴとして用い、「環境報告書 eq \o\ac(○,ｓ)」とすることになりました。

４．環境報告書への記載内容

作成する環境報告書がある程度、統一化されることを目的に、環境報告書へ記載する内容を標準化し、記載項目及びその記載内容を次のように定めます。

４．１）　記載項目及び記載内容についての基本事項

①　タイトル「環境報告書 eq \o\ac(○,ｓ)」の近傍に、発行年度（西暦）を記入する。
②　記載項目のタイトル数字は、記載しても記載しなくともよい。

③　記載項目のタイトル数字は、記載必須事項でないものを省略する場合、連番になるように変更する。

④　記載項目で「○○○又は○○○」となっているところでは、どちらかの項目名で記載する。

⑤　《必要に応じて記載》、《記載は自由》、《自由記述》等の注釈がある記載項目や記載内容については、記述についての制限を設けない。勿論、記述を削除してもよい。

４．２）　記載項目及び記載内容
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１．［社長挨拶］

・必須事項ではなく、必要に応じて記載する。

２．［会社概要］

・社名

・代表者氏名

・ＴＥＬ/ＦＡＸ

・所在地

・年間売上高又は年間販売数量

・従業員数

・会社の写真

＊その他、以下の内容の記載は自由とする。

・E-Mail、設立、資本金、主要販売先、所在地地図等

３．［事業の内容］

・特定の事業内容や生産品目が環境貢献に携わっている場合は、できるだけ特記する。

４．［環境に対する当社の考え方］

・「環境方針」を文書化している場合は、「環境方針」をそのまま記載する。

・環境保全に関する方針、環境に対する基本姿勢や理念等を記載する。

５．［環境管理組織体制］又は［環境活動体制］

・必須事項ではなく、必要に応じて記載する。

６．［環境保全の取り組み］又は［環境活動内容］

・記載内容は、別紙を参照のこと。

・「今後の取り組み」は、必須事項ではなく、必要に応じて記載する。

７．［この環境報告書 eq \o\ac(○,ｓ)についての問い合わせ先］

・外部から問い合わせがある場合の問い合わせ部門や責任者を記載する。

《　別紙　》


６．［環境保全の取り組み］又は［環境活動内容］について

当項目の記載内容を以下に例示します。本内容は検討会において提案された事項を羅列したものであり、今後、このマニュアルにより作成された報告書等を参考に、適宜整理します。

会社に関連する内容を検討し、自由に記載してください。

① 地球温暖化への取り組み

・二酸化炭素排出量・前年比及びその削減活動

② 使用エネルギーの実情及び省エネルギー活動

・電気（電力）使用量及びその削減活動

・燃料（灯油、軽油、重油等）使用量及びその削減活動

・社用車燃料使用量及びその削減活動

③ 水使用量の実情及び節水活動

・水使用量及びその削減活動

④ 紙使用量の実情及びその削減活動

・紙の使用量及びその削減活動

・再生紙の使用

・包装・梱包の削減、再使用

⑤ 環境リスク管理

・水質汚濁防止（工場からの排水の水質管理）

・大気汚染防止（工場及び使用重機の廃ガス管理）

・悪臭発生防止管理

・騒音・振動対策（工場及び使用重機）

・燃料及び化学物質の危険物管理

⑥ エコドライブの推進及び通勤対策

・エコドライブ（アイドリングストップを含む）の推進

・通勤対策

⑦ 廃棄物の保管及び排出の適正管理

・産業廃棄物の分別管理及び保管場所管理

・産業廃棄物の排出適正管理（マニフエスト）

⑧ 廃棄物の減量及びリサイクル推進

・ゼロエミッションの推進

・廃棄物の再資源化及びリサイクル推進

・建設廃棄物のリサイクル推進

・建設リサイクル材の活用

⑨ 輸送の合理化

・輸送の合理化

⑩ グリーン購入の推進

・環境配慮形事務用品等の購入推進

・環境配慮形原料の調達

⑪ 地域への環境貢献活動

・清掃活動、地域の美化、河川敷の清掃等

⑫ 地域への環境配慮活動

・地域住民への説明及び協力要請
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